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「

ス

ト

ロ

ベ

リ

ー

・

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

登

場

人

物 

和

子

（

２

０

） 
大

学

生 

鉄

雄

（

２

７

） 

大

学

生 

塁

（

２

１

） 

大

学

生

、

和

子

の

彼

氏 

女

子

大

生

Ａ

、

Ｂ 
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◯

大

学

・

食

堂

・

中 

 
 

 
和

子

（

２

０

）

、

机

の

上

に

肘

を

つ

い

て

、

窓 
際

の

席

の

男

を

見

て

い

る

。 

 
 

 

鉄

雄

（

２

７

）

、

苺

の

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

食

べ 

て

い

る

。 

鉄

雄

の

机

の

上

に

は

未

開

封

の

苺

の

サ

ン

ド

イ 

ッ

チ

が

二

つ

置

か

れ

て

い

る

。 

塁

（

２

１

）

、

和

子

の

正

面

の

席

に

座

る

。 

塁

「

お

待

た

せ

ー

」 

和

子

「…
…

（

塁

の

方

を

見

ず

）

」 

塁

「

和

子

？

」 

和

子

「

塁

く

ん

っ

て

さ

。

甘

い

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

食

べ

れ 

る

？

」 

塁

「

え

。

い

っ

ぱ

い

は

無

理

か

な

」 

 
 

 

塁

、

和

子

の

視

線

の

方

向

を

向

く

。 

 
 

 

鉄

雄

、
無

心

に

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

食

べ

て

い

る

。 

塁

「

あ

い

つ

変

人

だ

か

ら

見

な

い

方

が

い

い

よ

」 

和

子

「…
…

（

塁

の

方

を

向

い

て

）

」 

塁

「

め

っ

ち

ゃ

留

年

し

て

る

し

、

人

と

話

し

て

る

の

見 

た

こ

と

な

い

や

」 
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和

子

「

ご

め

ん

。

別

れ

よ

っ

か

」 
塁

「…
…

は

？

」 

和

子

「

（

笑

顔

で

手

を

振

っ

て

）

バ

イ

バ

イ

」 

 
 

 

和

子

、

席

を

立

つ

。 

 

◯

同

・

ベ

ン

チ

前

（

翌

日

） 

 
 

 

鉄

雄

、

ベ

ン

チ

に

座

っ

て

、

苺

の

サ

ン

ド

イ

ッ 

チ

を

食

べ

て

い

る

。 

 

◯

同

・

二

階

階

段 

 
 

 

和

子

、
両

肘

を

つ

い

て

、
鉄

雄

を

眺

め

て

い

る

。 

 
 

 

女

子

大

生

Ａ

と

Ｂ

、
上

の

階

か

ら

降

り

て

く

る

。 

女

子

大

生

Ａ

「

和

子

ち

ゃ

ん

、

何

し

て

ん

の

？

」 

女

子

大

生

Ｂ

「

鉄

雄

く

ん

と

一

緒

じ

ゃ

な

い

の

？

」 

和

子

「

（

女

子

大

生

た

ち

を

見

ず

）

別

れ

た

ー

」 

 
 

 

女

子

大

生

Ａ

と

Ｂ

、

気

ま

ず

そ

う

に

和

子

か

ら 

離

れ

る

。 

和

子

、

ス

マ

ホ

の

カ

メ

ラ

を

ズ

ー

ム

す

る

。 

 
 

 
×

 
 
 
 
 
×

 
 
 
 
 
×

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

カ

メ

ラ

画

面

。 



 4 

 
 

 

鉄

雄

、

苺

の

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

貪

っ

て

い

る

。 

 
 

 
×

 
 
 
 
 
×

 
 
 
 
 
×

 

 
 

 

和

子

、

カ

メ

ラ

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

押

す

。 

 

◯

和

子

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

数

日

後

） 

 
 

 

和

子

、

ソ

フ

ァ

に

座

っ

て

い

る

。 

 
 

 

手

元

の

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

を

め

く

る

。 

 
 

 

本

に

は

苺

の

品

種

が

十

数

種

類

載

っ

て

い

る

。 

和

子

「

と

ち

お

と

め…
…

べ

に

ほ

っ

ぺ…
…

ス

カ

イ

ベ 

リ

ー…
…

」 

 
 

 

和

子

、

ソ

フ

ァ

の

上

の

赤

ペ

ン

を

取

り

、

ガ

イ 

ド

ブ

ッ

ク

に

チ

ェ

ッ

ク

す

る

。 

 

◯

同

・

玄

関

・

中

（

数

日

後

） 

 
 

 

山

積

み

の

段

ボ

ー

ル

。

『

と

ち

お

と

め

』

と

書 

か

れ

て

い

る

。 

 

◯

同

・

キ

ッ

チ

ン 

 
 

 

キ

ッ

チ

ン

の

上

に

は

大

量

の

苺

の

パ

ッ

ク

。 

 
 

 

エ

プ

ロ

ン

姿

の

和

子

、

食

パ

ン

の

耳

を

切

っ

て 
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い

る

。 

 
 

 
ス

マ

ホ

か

ら

ラ

イ

ブ

配

信

の

音

声

が

流

れ

る

。 

配

信

者

の

声

「

ゆ

う

り

ち

ゃ

ん

。

コ

メ

ン

ト

あ

り

が

と 

う

。

お

悩

み

相

談

だ

ね

。

え

っ

と

、

普

通

に

良

い

な 

と

思

っ

た

彼

氏

が

途

端

に

つ

ま

ら

な

く

な

っ

た

」 

和

子

「

わ

か

る

ぅ

」 

 
 

 

和

子

、

苺

の

ヘ

タ

を

切

る

。 

配

信

者

の

声

「

普

通

の

優

し

さ

。

普

通

の

世

間

話

し

か 

し

な

い

。

付

き

合

う

意

味

な

ん

て

あ

る

の

か

な

。

も 

っ

と

刺

激

が

欲

し

い

の

か

と

思

っ

た

」 

和

子

「

だ

か

ら

普

通

っ

て

な

ん

だ

よ

」 

 
 

 

和

子

、

ボ

ウ

ル

に

入

っ

た

生

ク

リ

ー

ム

を

か

き 

混

ぜ

る

。 

配

信

者

の

声

「

う

ー

ん

。

浮

気

し

な

い

彼

氏

の

方

が

良 

く

な

い

？ 

将

来

考

え

た

ら

絶

対

大

事

に

し

た

方

が 

い

い

よ

。

私

の

元

カ

レ

な

ん

て

さ…
…

」 

 
 

 

和

子

、

ス

マ

ホ

の

配

信

を

止

め

る

。 

和

子

「

普

通

の

人

な

ん

て

い

な

い

ん

だ

よ

」 

 
 

 

ヘ

タ

を

切

っ

た

苺

を

見

つ

め

て

食

べ

る

。 

和

子

「

（

大

声

で

）

も

う

苺

飽

き

た

ー

！

」 
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◯

大

学

・

入

口 

 
 

 
鉄

雄

、

苺

の

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

食

べ

な

が

ら

歩 
い

て

い

る

。 

緊

張

し

た

表

情

の

和

子

、

鉄

雄

の

前

に

立

つ

。 

手

に

は

大

き

め

な

バ

ス

ケ

ッ

ト

。 

 
 

 

和

子

と

鉄

雄

が

見

つ

め

合

う

。 

 
 

 

和

子

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

か

ら

包

装

さ

れ

た

苺

の

サ 

ン

ド

イ

ッ

チ

を

取

り

出

す

。 

和

子

「

あ

の

、

こ

れ

！ 

食

べ

て

く

だ

さ

い

！

」 

 
 

 

鉄

雄

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

の

中

身

を

覗

く

。

苺

の

サ 

ン

ド

イ

ッ

チ

が

十

個

ほ

ど

入

っ

て

い

る

。 

和

子

「

お

、

お

か

わ

り

も

い

っ

ぱ

い

あ

る

の

で

！

」 

鉄

雄

「

え

っ

と

。

人

の

作

っ

た

も

の

。

無

理

っ

す

」 

 
 

 

鉄

雄

、

和

子

の

横

を

素

通

り

す

る

。 

 
 

 

和

子

、

鉄

雄

の

肩

と

ぶ

つ

か

り

、

サ

ン

ド

イ

ッ 

チ

を

地

面

に

落

と

す

。 

鉄

雄

、

和

子

を

無

視

し

て

、

歩

い

て

い

く

。 

和

子

、

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

拾

う

。 

鉄

雄

の

背

中

を

睨

み

、

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

投

げ 

よ

う

と

す

る

。 
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持

ち

上

げ

た

ま

ま

、

投

げ

な

い

で

固

ま

る

。 

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

の

包

装

を

破

り

、

貪

る

よ

う

に 
食

べ

る

。 

食

べ

な

が

ら

、

包

装

さ

れ

た

ビ

ニ

ー

ル

を

く

し 

ゃ

く

し

ゃ

に

す

る

。 

 

○

タ

イ

ト

ル 

 
 

 

『

ス

ト

ロ

ベ

リ

ー

・

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

終

） 


